
















































本稿は、そのときの発表をま めたも である。シンポジウム自体が と






























































挿 図 （　 ア ビ・ ヴ ァ ー ル ブ ル ク、
（（00 年頃の写真（（（ 歳頃）
挿図 （　ヴァールブルク文化学図書館、Heilwigstraße 
116,  20249 Hamburg（写真は現在のヴァールブルク・
ハウス）
挿図 （　閲覧室におけるアトラス展示
















































ラーが影響されたことが示されている。激情に揺さぶられる身体表現、英雄的な体格や筋肉、衣服の襞の動きといっ ものを、このドイツの画家は古代美術を受け継いだイタリア・ルネサンスを経由して学んだのであ 。ヴァールブルクは、このパネルにおいて、古代の身体表現の受容が二つ 段階において新 い表現方法を生み出すことを示し いる。その第一は「身体と衣服の激し 可動的表現」であり、第二は「純粋に古代的で 極端な 振り言語」である。第二の身振り言語に対し ヴァールブルクは一九〇五年のハンブルク市立図書館で行った講演「デューラーとイ
挿図 （　パネル （（「デューラーにおける古代風の身振り」
挿図 （　パネル B「ミクロコスモスとマクロコスモス」





































































































































































































































































































































































ヴァールブルクの「ムネモシュネ・アトラス」という名称も、この女神が示した地図によって西洋の芸術が作られてきたことを意味することをここでもう一度思い出すこと しよう。西洋ではインスピレーションは上方から、つまり天上世界から降りてくるものであるのに対し、 「やまとう は
　
人のこころを種として」 、つまり日
本人のインスピレーションは、神からもたらされる で なく、人のこころのうちにあるという。人間 内面から「うた＝芸術」が生まれてくることを紀貫之は宣言しているに他ならない。人間本位の芸術が日本の芸術であ ことをはっきり 示している。　
やまとうたが、人のこころをのせる定型であるのだから、古代から現代までつら































































































































































































andbuch der politischen Ikonographie, 
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